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● ● ● 今後の行事予定今後の行事予定  ● ● ●
５月１～31日　 水防月間
６月７～13日　 危険物安全週間
　　　　11日　 危険物安全研修会
　　　　12日　 岩手県危険物安全推進大会
　　　　14日　 市民防災フォーラム
　　24～25日　 甲種防火管理講習
　　　　27日　 危険物取扱者試験

７月　12日　 一関市水防訓練
　31～１日　 サバイバルキャンプ
８月　23日　 消防設備士試験
９月　１日　 防災の日
　６～12日　 救急医療週間
　　　９日　 救急の日
10月　17日　 危険物取扱者試験

一関市消防本部のホームページＵＲＬ
http://www.city.ichinoseki.iwate.jp/syobo/index.html

３月８日春の火災予防週間の行事として大東町
の摺沢幼稚園幼年消防クラブが防火パレードを
行った後、蒸気ポンプ保存会の放水披露で、地
元消防団の方に教わりながら放水訓練を体験し、
防火への理解を深めました。地域の防

災は
地域の防

災は

 みんな
の力で!

 みんな
の力で!
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『消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子』 （平成21年度全国統一防火標語） ❷

　

一
日
当
り
の
平
均
出
場
件
数
は
十
五
・
三

件
で
、
こ
れ
は
一
時
間
半
に
一
件
の
割
合
で

救
急
出
場
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

事
故
種
別
ご
と
の
出
場
件
数
等
は
左
の
表

の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
傷
病
程
度
別
搬
送
人
員
数
は
救
急

搬
送
者
の
う
ち
重
症
が
七
百
六
十
二
人
で
全

体
の
十
五
％
、
中
等
症
が
二
千
二
百
四
十
人

で
四
十
三
％
、
軽
症
が
千
九
百
九
十
三
人
で

三
十
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

重
症
は
三
週
間
以
上
の
入
院
を
要
す
る
も

の
、
軽
症
は
入
院
の
必
要
の
な
い
も
の
、

ま
た
、
中
等
症
は
重
症
と
軽
症
の
間
の
傷

病
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
危
険
物
安
全
週
間

が
六
月
七
日
〜
十
三
日
ま
で
「
安
全
は

意
識
と
知
識
と　

心
掛
け
」
を
推
進
標

語
に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

危
険
物
は
「
火
災
発
生
の
危
険
性
、

火
災
拡
大
の
危
険
性
、
消
火
の
困
難
性

が
高
い
性
質
を
も
っ
た
物
品
」
と
消
防

法
で
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、

軽
油
な
ど
の
燃
料
の
ほ
か
、
塗
料
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
化
学
繊
維
の
原
料
な
ど

で
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
適
正
に
使
え
ば
私
た

ち
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
す

が
、
ひ
と
た
び
取
扱
い
を
誤
る
と
多
く

の
生
命
や
財
産
を
一
瞬
で
奪
っ
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
の
性
質
を
理
解

し
た
安
全
な
利
用
は
極
め
て
重
要
な
こ

と
で
す
。

　

一
関
市
消
防
本
部
で
は
危
険
物
安
全

の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
危
険
物

関
連
施
設
の
安
全
管
理
、
家
庭
に
お
け

る
危
険
物
取
扱
い
の
安
全
啓
発
を
重
点

に
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

火
災
の
状
況
に
つ
い
て

火
災
の
状
況
に
つ
い
て

　

一
関
市
消
防
本
部
管
内
の
平
成
二
十
年
の

総
出
火
件
数
は
七
十
一
件
、
火
災
に
よ
る
死

者
は
六
名
で
し
た
。

　

内
訳
は
、
建
物
火
災
四
十
一
件
、
林
野
火

災
六
件
、
車
両
火
災
七
件
、
そ
の
他
の
火
災

が
十
七
件
で
、
前
年
と
比
較
す
る
と
総
出
火

件
数
で
八
件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
総
出
火
件
数
で
は
五
日
に
一
件
の

割
合
で
、
ま
た
建
物
火
災
は
九
日
に
一
件
の

割
合
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
の
原
因
別
で
は
春
先
の
た
き

火
等
に
よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
る
の

で
気
象
状
況
等
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

救
急
の
状
況
に
つ
い
て

救
急
の
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
年
の
救
急
出
場
件
数
は

五
千
五
百
九
十
四
件
で
、
昨
年
と
比
較
し

百
四
十
件
（
二
・
四
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
か
ら
の
推
移
で
は
救
急
出
場
件

数
は
増
加
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

十
七
年
を
ピ
ー
ク
に
そ
れ
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

火
災
・
救
急
の
状
況
に
つ
い
て

火
災
・
救
急
の
状
況
に
つ
い
て

危
険
物
の
取
り
扱
い
に

 

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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61％
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20％交通事故

416件
７％

一般負傷
698件
12％

平成20年の火災の内訳

平成元年からの救急出場件数の推移

平成20年の救急出場内訳

平
成
二
十
年
の
一
関
市
消

防
本
部
管
内
の
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ポリ容器での
ガソリンの保管は
禁じられています。
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市民防災フォーラム「岩手・宮城内陸地震から一年」
　昨年６月 14日に当地を襲った地震から１年となる同日に地
震を振り返り、行政・地域社会・マスコミ・住民などの役割に
ついて考えます。

　と　き　６月 14日㈰　午後１時 30分から
　場　所　一関文化センター大ホール
　内　容　
　　１　基調講演
　　　　演題「岩手・宮城内陸地震から何を学ぶか」
　　　　講師　岩手大学副学長　　齋藤　徳美 　
　　２　パネルディスカッション
　　　　テーマ「岩手・宮城内陸地震を振り返る
 ～自助・共助・公助のあり方について～」
　　　　コーディネーター
　　　　　　岩手大学副学長　　齋藤　徳美 
　　　　パネリスト
　　　　　　前一関市厳美 18区長 佐藤　勝雄 　　　　　
　　　　　　一関市消防団　部長 箱石　勝守 　　　　　
　　　　　　岩手放送報道部 宿輪　智浩 　　　　　
　　　　　　一関市副市長 坂本　紀夫 　　　　　
　　　　　　岩手県県南広域振興局一関総合支局長　青木　俊明
　　　　　　岩手河川国道事務所長　　山本　　聡
　小ホールで岩手・宮城内陸地震のパネル展を開催します。皆
さんお誘いあわせの上ご来場ください。

サバイバルキャンプ（避難所生活体験）サバイバルキャンプ（避難所生活体験）

参加者募集参加者募集
　地震災害を想定して避難所生活を体験しながら、
防災に必要な知識や技術を学びます。
　と　き　７月 31日㈮　午後３時から
　　　　　８月１日㈯　12時まで
　場　所　千厩体育館（千厩町千厩字館山 50）
　定　員　100 名
　内　容　避難所運営訓練と防災の基礎知識など
　問合せ　 ６月 15 日から受付を開始いたしますの

で、各消防署・分署へお申し込みください。

消防・防災セミナーを消防・防災セミナーを
活用ください。活用ください。

　消防本部では、火災・防災・救急などの基礎知識
や技術を広めるため、地域に署員が出向き講習を行
うセミナーを開催しています。詳しくは各署・分署
にお問い合わせください。

　

家
庭
内
に
は
落
ち
て
き
た
り
、
倒
れ
た
り

す
る
物
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
倒
れ
て
子
供

が
け
が
を
し
た
物
と
し
て
は
テ
レ
ビ
・
椅
子
・

タ
ン
ス
・
下
駄
箱
な
ど
、
落
ち
て
き
て
け
が

を
し
た
物
と
し
て
は
棚
に
置
い
て
あ
っ
た
缶

ビ
ー
ル
・
フ
ラ
イ
パ
ン
・
台
所
に
あ
っ
た
包

丁
・
本
棚
の
本
・
台
所
の
上
部
収
納
ス
ペ
ー

ス
に
あ
っ
た
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
物
が
倒
れ
た
り
、
落
ち
て

き
て
け
が
を
し
て
い
ま
す
。
は
し
ゃ
い
で
い

て
ぶ
つ
か
っ
て
倒
れ
る
こ
と
も
多
く
、
ま
た

ビ
ー
ル
や
包
丁
な
ど
は
不
用
意
に
置
い
て
い

て
何
か
の
拍
子
に
落
ち
て
き
て
大
け
が
を
し

て
い
ま
す
。
地
震
の
際
に
は
何
も
対
策
を

と
っ
て
い
な
い
と
数
多
く
の
も
の
が
倒
れ
た

り
落
ち
た
り
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
に
死
者
の
多
く
は

家
財
道
具
が
倒
れ
て
そ
の
下
敷
き
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
は
大
丈
夫
な
物

で
も
小
さ
な
子
供
で
は
ひ
と
た
ま
り
も
あ
り

ま
せ
ん
。
命
を
守
る
た
め
に
は
、
特
に
子
供

が
寝
て
い
る
部
屋
に
倒
れ
る
可
能
性
が
少
し

で
も
あ
る
物
は
一
切
何
も
置
か
な
い
こ
と
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
大
人
で
も
同
じ
で

す
。

　

ま
た
、
普
段
子
供
が
生
活
し
て
い
る
空
間

に
は
子
供
の
背
丈
よ
り
高
い
物
は
置
か
な
い

こ
と
で
す
。
大
人
の
生
活
は
多
少
不
便
に
な

り
ま
す
が
、
子
供
を
守
る
た
め
に
も
す
べ
て

押
し
入
れ
や
納
戸
な
ど
に
し
ま
い
ま
し
ょ

う
。
本
棚
や
食
器
棚
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
な
ど
は
必
要
な
も
の
を
箱
に
で
も
並

べ
て
床
に
置
い
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

台
所
の
棚
や
そ
の
他
扉
が
開
い
て
中
の
物
が

落
ち
て
く
る
よ
う
な
家
具
に
は
す
べ
て
ロ
ッ

ク
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
テ
レ
ビ
な
ど
は
転
倒
防
止
の
パ
ッ
ド

の
上
に
置
き
ま
し
ょ
う
。
タ
ン
ス
や
本
箱
な

ど
は
底
に
転
倒
防
止
パ
ッ
ド
を
置
き
、
さ
ら

に
底
辺
を
わ
ず
か
に
前
に
出
し
て
壁
に
少
し

よ
り
か
か
ら
せ
て
お
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
壁
に
固
定
し
て
し
ま
う
の
も
良
い
方

法
で
す
。

　

些
細
な
こ
と
で
す
が
、
け
が
か
ら
守
る
た

め
に
は
大
人
の
協
力
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
防
止
策
を
し
て
も
か
か
る
費

用
は
わ
ず
か
で
す
。
命
に
は
替
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
今
、
皆
さ
ん
も
ご
家
庭
の
中
を
ぐ
る
っ

と
見
渡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
危
険
な
物
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

お知らせコーナー

家具の転倒などに
注意しましょう

　

子
供
の
命
を
守
る
た
め
に

 

県
立
磐
井
病
院　

救
急
医
療
科
長　

片　

山　

貴　

晶　

　

シ
リ
ー
ズ
第
七
回

　

シ
リ
ー
ズ
第
七
回
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西
の
沢
自
主
防
災
会（
会
長　

斉
藤
将
博
）

で
は
、
地
区
内
の
消
火
栓
・
防
火
水
槽
の
設

置
状
況
の
把
握
を
行
い
、
ま
た
災
害
時
の
早

期
通
報
手
段
の
確
立
を
目
的
に
「
防
火
水
槽

標
識
へ
の
住
所
地
番
シ
ー
ル
」
の
表
示
活
動

を
室
根
分
署
員
と
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
当
地
区
に
は
公
設
の
地
上
式
消
火

栓
二
基
と
防
火
水
槽
十
基
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
全
十
二
基
の
標
識
に
表
示
を
行
い
ま
し

た
。

　

西
の
沢
自

主
防
災
会

は
、
平
成

二
十
年
十
月

一
日
に
自
主

防
災
組
織
を

結
成
。
こ
れ

が
自
主
防
災

会
の
最
初
の

活
動
と
な
り

ま
し
た
。今
後
の
活
動
と
し
て
は
、防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

斉
藤
会
長
は
こ
れ
か
ら
も
『
自
分
た
ち
の

地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
』
の
『
共
助
』

の
精
神
で
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
標
識
へ
の
表
示
に
よ
り
、
付
近
で
火

災
や
交
通
事
故
等
の
災
害
発
生
時
に
、
土
地

勘
の
な
い
人
で
も
速
や
か
に
現
在
地
を
把
握

し
、
一
一
九
番
通
報
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

金
沢
地
区
自
主
防
災
会
で
は
、
二
月

二
十
二
日
、
刈
生
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
防
災
資
機
材
の
点
検
及
び

取
扱
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

防
災
資
機
材
は
昨
年
十
一
月
に
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
り
整
備
し
た
も
の
で
、
月
ご
と
に

定
め
ら
れ
た
担
当
者
が
毎
月
最
終
日
曜
日
に

点
検
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
も
会
員
六
名
が
発
電
機
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
な
ど
全
て
の

資
機
材
の
稼
動
状
況
、
破
損
の
有
無
及
び
燃

料
の
残
量
な
ど
を
点
検
記
録
簿
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
と

も
に
、
会
員

相
互
に
操
作

方
法
や
操
作

の
注
意
点
を

確
認
す
る
な

ど
、
災
害
に

対
応
で
き
る

よ
う
備
え
ま

し
た
。

防火水そう標識に住所を表示

防災資機材の動作を確認

表彰を受けた方々

住
所
地
番
を
防
火
水
槽
標
識
へ
表
示

 

西
の
沢
自
主
防
災
会
（
室
根
地
域
）

防
災
資
機
材
の
点
検
・
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　応募の部
　　１　山目・中通民区自主防災会（一関地域）
　　２　山 目 五 区 自 主 防 災 会（一関地域）
　　３　宮 前 民 区 自 主 防 災 会（一関地域）
　　４　天ケ森自治会自主防災会（千厩地域）
　　５　本町自治会自主防災会（川崎地域）
　　６　流 矢 地 区 防 災 会（大東地域）
　　７　松 川 １ 区 自 主 防 災 会（東山地域）

地域一丸となった活動を表彰地域一丸となった活動を表彰
 優良自主防災組織等表彰式

　２月 21日一関市消防本部で優良自主防災組織等表彰式が
行われました。これは自主防災組織等の活動の推進と地域防
災力の向上を目的に、優れた活動を行っている組織やその指
導者を毎年表彰しているものです。
　表彰を受けた方々は次のとおりです。（敬称省略）
　上申の部
　　１　一関地域自主防災組織連絡協議会　 会長　岩渕　哲夫
　　２　花泉町婦人消防協力隊 分隊長　菅原登喜子
　　３　藤沢町婦人消防協力隊 副分隊長　岩渕　幸子
　　４　室根町婦人消防協力隊 副隊長　高橋百合子
　　５　第１区自主防災会（室根地域） 会長　小山　　烈
　　６　川崎町婦人消防協力隊 班長　米倉麻弥子
　　７　東山町婦人消防協力隊 分隊長　佐藤　成子
　　８　滝ノ沢地区自主防災会（東山地域） 会長　鈴木　　

発行日　●平成 21年５月 25日
編　集　●一関市消防本部
　〒 021-0053　岩手県一関市山目字中野 140-3
　TEL（0191）25-0119

市町名 地域名 行政区数 組織数 結成行政区数 結成率

一関市

一関 157 62 99 63.06%
花泉 60 7 60 100.00%
大東 88 34 38 43.18%
千厩 28 31 28 100.00%
東山 28 28 28 100.00%
室根 20 17 17 85.00%
川崎 26 25 25 96.15%

平泉町 21 13 13 61.90%
藤沢町 44 41 41 93.18%

自主防災組織自主防災組織
の結成状況の結成状況

平成 21年３月 31日現在　結成率は結成行政区数／行政区数
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